
  

香川労働局 

 労働災害防止に向けた緊急要請 
香川県内での労働災害による死亡者数は、令和２年が 12人、令和３年が 11人

（速報値）と、仕事が原因で多くの方が亡くなられています。さらに、今年は２

月末までに既に４人の尊い命が失われており、極めて憂慮すべき事態となってい

ます。 

また、休業４日以上の労働災害による死傷者数は、令和３年（令和４年１月末

現在の速報値）が 1,263 人と、前年同月（1,180 人）比で 83 人の大幅な増加と

なっている上、香川労働局第 13次労働災害防止計画の目標値を既に 239 人も超

過しております。 

労働災害は本来あってはならないものであり、労働者ひとりひとりの命や健康

はかけがえのないものです。 

労働災害の発生状況をみると、基本的な安全管理の取組が徹底されていないこ

とによるものが多数見られ、安全管理体制がおろそかになっている状況が懸念さ

れるところです。 

つきましては、各企業・事業場におかれましては、労働災害の防止に向けて、

基本的な安全衛生管理活動の着実な実施という原点に立ち返って、下記事項に取

り組んでいただきますよう、要請いたします。 
 

記 
 

１ 経営トップのリーダーシップにより、安全衛生パトロールを実施する等、 

職場内の安全衛生活動の総点検を実施すること 

２ 安全作業マニュアル等の手順を遵守した作業を徹底すること 

３ リスクアセスメントを実施すること 

香川労働局・各労働基準監督署  

        香川労働局ホームページ「労働災害防止に向けた緊急要請コーナー」では、 

労働災害の発生状況、分析等を取りまとめています。こちらもご覧ください。 

「労働災害防止に向けた 

緊急要請コーナー」 



香川労働局第 13次労働災害防止計画推進状況 
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速報値 

「リスクアセスメント」とは、 

「リスクアセスメント」とは、作業における危険性又は有害性を特定し、それによる労働災害や健康 

障害の重篤度（被災の程度）とその災害が発生する可能性の度合いを組み合わせて「リスク」を見積も 

り、そのリスクの大きさに基づいて対策の優先度を決めた上で、リスクの除去又は低減の措置を検討し、 

その結果を記録する一連の手法をいいます。 

令和３年度に「優良事業場に対する香川労働局長賞（奨励賞）」を受賞された事業場では、次のような 

取組が行われています。御社でも、これらの取組も参考に、リスクアセスメントを実施しましょう。 

  

１）労働者から年間約２００事例のヒヤリ・ハットを集約し、安全衛生委員会での審議により、今までに

約 2,000 件のリスクを抽出しリスクアセスメントに取り組むほか、各種安全作業手順書を整備し、誰で

も安全に均一な製品を製造できるよう取り組んでいる。 

  

２）定期的にリスクアセスメントを実施し、転倒災害を防止するため危険個所に注意喚起表示をする等、

「危険の見える化」に取り組むほか、すべての労働者を対象とした安全講習を年５回開催し、労働者の

安全衛生意識の高揚に取り組んでいる。 

  

３）作業者から出された危険個所や職場巡視時に発見した危険個所をもとに継続的にリスクアセスメント

を実施することにより職場環境の改善に努めるとともに、整理・整頓を徹底することで、良好な職場環

境の維持に努めている。 

 

４）夏季、冬季に１か月半のキャンペーン期間を設け、キャンペーンごとのテーマに係る安全パトロール、

ＫＹＴ（危険予知トレーニング）、リスクアセスメントを実施し、残留リスクがあるものについては、

社内教育を活用する等、適切なリスク管理に取り組んでいる。 


